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人 Tech

人的資本の最大化に貢献する
Human Capital Maximizer

DX推進事業

教育研修事業

Purpose

チ ャ レ ン ジ あ ふ れ る 未 来 を つ く る
Mission
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人的資源減少 ⇒ 「人」×「Tech」で、人的資本の最大化に貢献する

Tech：DX推進事業

人：教育研修事業

成果

①人口減少によりそのままで
は生産力は落ちていきます

生
産
性
向
上

投資

人口動向

③人財育成により生産性を
向上します

②減少していく人の労働力
をTechで補います

企業研修
人的資源 ➩人的資本
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会社概要

主要な事業（事業セグメント）

株 式 会 社 F C E 証券コード：9564｜会 社 名

2 0 1 7年 4月 2 1日
グル ー プ 創 業 2 0 0 4年 2月 1 9日

｜設立

1 9 4 名 外パート・アルバイト 19名｜従 業 員 数

教育研修事業 DX推進事業

事業ポートフォリオ

ストック比率

売上高:41.7億円

2023年9月期
（通期実績）

DX推進事業

51%

教育研修事業

46%

80%

※ 2023年12月31日現在
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エグゼクティブ・サマリー

業 績 予 想 の 上 方 修 正

売 上 高 ： 4 , 4 6 4百万円→ 4 , 6 0 0 百 万 円 営 業 利 益 ： 7 0 2百万円→ 7 0 7 百 万 円
経 常 利 益 ： 7 0 0百万円→ 7 0 5 百 万 円 当 期 純 利 益 ： 4 5 0百万円→ 4 5 4 百 万 円

‣ 2 0 2 4 年 9 月 期 第 ２ 四 半 期 よ り コ ス モ ト ピ ア 社 の 連 結 子 会 社 化 に よ る 増 収 、 増 益
‣D X 推 進 事 業 ( R PA R o b o - P a t  D X ) と 研 修 事 業 ( S m a r t  B o a r d i n g ) が 好 調 に 推 移

ト ピ ッ ク ス
‣株 式 会 社 日 本 コ ス モ ト ピ ア （ 以 下 、 コ ス モ ト ピ ア 社 ） の 全 株 式 を 取 得 （ 子 会 社 化 ）
公教育のデジタル化（G I G Aスクール構想）へのアクセス強化と販路の相互補完、
教育 I C T分野の事業強化並びにA I等の拡張性を伴ったE d  t e c hに関する事業領域の拡大を図る

‣純 粋 持 株 会 社 制 度 解 消 の 進 捗 状 況 : F C E ト レ ー ニ ン グ ・ カ ン パ ニ ー と 2 月 1 3 日 に 合 併 契 約 を 締 結

売上高 経常利益

1,039百万円（前年比+11.9%） 174百万円（前年比+71.6%）

2 0 2 4 年 9 月 期 第 1 四 半 期 業 績
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3カ年計画数値（2023年9月期～2025年9月期） （ 2 0 2 3年5月2 4日開示）

3,522 3,753
4,059

4,465
4,915

324 455 560 700 885

9.2%

12.1%
13.8%

15.7%

18.0%
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0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

21/9期 22/9期 23/9期 24/9期 25/9期

売上高(左軸) 経常利益(左軸) 経常利益率(右軸)

売上高

毎期、10%以上の成⾧を実現し、25/9期には49億円以上を計画
経常利益(率)

毎期、25%以上の成⾧を実現し、25/9期には8.8億円以上を計画
利益率も毎期、着実に向上し、25/9期では18％を計画

単位：百万円
23/9期実績：
売上高 4,174（+115）
経常利益 575（+15）
経常利益率 13.8%

今回(2024/2/13)発表
24/9月期予想：
売上高 4,600（+135）
経常利益 705（+5）
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FCEの IR活動について

課題認識：認知度向上

知っている

知らない

個人投資家5万人へアンケート調査
(2023年)

50%

FCE（9564）を

パーチェスファネルを意識したIR施策の展開

比較・検討

・IR Webサイトの充実化：https://fce-hd.co.jp/ir/
・IR向け会社案内資料の定期更新
https://fce-hd.co.jp/data/fce9564_guide_jp.pdf

・個人投資家向けIRセミナー実施/説明会参加
四半期毎に会社説明および質疑応答する場を提供

・機関投資家との1on1面談

・スポンサードレポートの発行
FISCO社・ウエルスアドバイザー（旧モーニングスター社）
https://fce-hd.co.jp/ir/report/

興味・関心

・PRとの連携強化・IR開示頻度の向上
社内PR部門/各事業部との全社横断PJにより連携強化

・SNSおよびインフルエンサーの活用
公式X：https://twitter.com/fce_ir
公認会計士ひねけんの株式投資チャンネル
https://www.youtube.com/watch?v=_QJoz-FvGYk&t=2190s

・認知を獲得するチャネルの更なる模索（英文開示など）

認知

認知度向上により・・・

・出来高の増加

・株主数の増加など

→倍率（Multiple）の向上を目指す
購入
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2024年9月期 第1四半期 ｜ 決算概要

売上高

第1四半期の売上高はDX推進事業・教育研修事業ともに増収となり、前年同期比で11.9%の増収
経常利益

第1四半期の経常利益は増収や前年度の一時費用の反動もあり、前年同期比で71.6％の増益

単位：百万円（百万円未満切捨て）
※ EBITDA=営業利益＋償却費（減価償却費＋のれん償却＋保証金償却＋⾧期前払償却）

2024年9月期2023年9月期

前年同期比1Q (10-12月)1Q (10-12月)

+110 (+11.9%)1,039929売上高

+52 (+44.0%)172119営業利益

+72 (+71.6%)174101経常利益

+47 (+73.2%)11164親会社株主に帰属する当期純利益

+53 (+41.4%)181128EBITDA※

+5.8%pts16.8%10.9%経常利益率

単位：百万円



・ 2 0 2 4 年 9 月 期 第 ２ 四 半 期 よ り コ ス モ ト ピ ア 社 の 連 結 子 会 社 化 に よ る 増 収

・ D X 推 進 事 業 ( R PA R o b o - P a t  D X ) と 研 修 事 業 ( S m a r t  B o a r d i n g ) が 好 調 に 推 移

・ 売 上 、 利 益 共 に 当 初 計 画 を 上 回 っ て 推 移 す る 見 込 み と な っ た た め 、 業 績 予 想 を 上 方 修 正
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前年度対比(参考)
2023年9月期

前回(2023/11/13)
発表比

今回
(2024/2/13)

発表
2024年9月期

前回
(2023/11/13)

発表
2024年9月期

増減率増減額実績増減率増減額予想予想

+10.2%+4254,174+3.0%+1354,6004,464売上高

+21.5%+125581+0.7%+5707702営業利益

+22.5%+129575+0.7%+5705700経常利益

+42.3%+135318+0.9%+4454450
親会社株主に帰属す
る当期純利益

+39.0%+40.78104.60+0.7%+1.04145.38144.34
1株当たり
当期純利益(円)

単位：百万円

※単位：百万円（百万円未満切捨て）

2024年9月期 業績予想の修正
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2024年9月期 第1四半期 ｜ 主要KPI

1192 1219
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22/9期 23/9期 24/9期 25/9期

中経計画 実績

RPA ロボパット DX導入社数の推移 （2023年5月24日開示 中期経営計画対比）
単位：社

23/12時点
進捗率97.5%

+62

995

24/9末
見込

565

670

780

607

200

450

700

950

22/9期 23/9期 24/9期 25/9期

中経計画 実績

23/12時点
進捗率99.1%

KPIとして重視する背景：

・ストックビジネス

・RPAとのクロスセルや研
修サービスとのアップセル等、
他事業の基盤となる商材

Smart Boarding導入社数の推移（2023年5月24日開示 中期経営計画対比）
単位：社

348

24/9末
見込

+42

• RPAロボパットDXの導入社数は2023年12月末時点で1,219社（24/9末時点の中経目標は1,250社）に到達

• Smart Boardingの導入社数は2023年12月末時点で670社（24/9末時点の中経目標は670社）に到達
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RPA Robo-pat  DXとSmar t  Board ingのMRR推移と直近ARR

0

50

100

150

200

250

21/9 21/10 21/11 21/12 22/1 22/2 22/3 22/4 22/5 22/6 22/7 22/8 22/9 22/10 22/11 22/12 23/1 23/2 23/3 23/4 23/5 23/6 23/7 23/8 23/9 23/10 23/11 23/12

+24.7%

+21.9%

*40%ルール：SaaS企業の成長の健全性を示す指標で、売上成長率と営業利益率の和が40%を超えているかを測定する指標

50% 50%

58%

66%

連結売上高全体に占める割合

百万円

‣RPA Robo-pat DXの継続的な成⾧に加えて、Smart Boardingの成⾧速度が加速
‣2023年12月のMRR（Monthly Recurring Revenue）の成⾧率（前年同期比）は24.7%

2022年12月の成⾧率(21.9%)、2023年12月のARR（Annual Recurring Revenue）は27.6億円
‣事業の一部(連結売上高の66%)ではあるものの、SaaS型のKPIの一つである40%のルールの水準にあるとの認識。



© 2024 FCE Inc. 14

バランスシートの概況
増減

(前年22/12比)
増減

(前四半期比)

2023年
12月末

2023年
9月末

2023年
6月末

2023年
3月末

2022年
12月末

+239△3081,9382,2472,2031,6741,699現金及び預金

+93+5640635639819547その他流動資産

+333△3032,5792,8822,8422,4942,246流動資産合計

+115+13429415324315314固定資産合計

+448△2903,0083,2983,1672,8102,560資産合計

+57△3971,1951,5931,4131,1901,138負債合計

+386+1121,8011,6881,7411,6131,415株主資本

+6△411151365その他純資産項目

+391+1071,8121,7041,7541,6201,421純資産合計

+448△2903,0083,2983,1672,8102,560負債純資産合計

+4.7% pts+8.6% pts60.2%51.6%55.3%57.6%55.5%自己資本比率

※単位：百万円（百万円未満切捨て） ※2023年12月末時点

単位：百万円

※過去の四半期毎のバランスシートの特徴（前四半期からの増減要因）

Q1(12月末): 9月末の負債項目である税金関連や賞与支払の影響で現金及び預金が減少する。

Q2(3月末) :フォーサイト手帳の販売によりその他流動資産(売掛金)が増加する。

Q3(6月末)  :教育事業関連で4月に年間分の売上に対する入金が先行するため負債項目（前受収益）が増加する。

フォーサイト手帳の売掛金の回収も進むため、現金及び預金が大きく増加する。

Q4(9月末)  :年度末の戦略的な費用集中などにより、負債項目(未払金など)が増加する。



3 月 3 1 日 を 基 準 日 と し 、 株 主 名 簿 に 記 録 さ れ た 株 主 様 の 所 有 す る 普 通 株 式 を 1 株 に つ き 3 株 の
割 合 を も っ て 分 割 い た し ま す 。
（ 2 0 2 4 年 2 月 2 6 日 開 示 ）
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株式分割

■株式分割の割合：
1株につき3株の割合をもって分割

■基準日：2024年3月31日
当日は株主名簿管理人の休業日につき、
実質的には2024年３月29日 （金）

■効力発生日：2024年3月31日

■株主優待制度について：
株式分割の効力発生日以降の制度内容・保有株式数基準につ

きましては、決定次第開示をさせていただく予定です。

株式分割の概要

・当社株式の投資単位当たりの金額を引き下げることで、
投資家層の拡大と当社株式の流動性の向上を図ります。

・2024年1月からの新しいNISA制度を踏まえ、個人の投
資活動が促進される中、株式分割により投資しやすい環
境を整えるとともに、当社株式への投資魅力を高め、中
⾧期的な株式価値向上に努めます。

1 3
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RPA「ロボパットDX」の外部評価 チャーンレート 1%台
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パーソナルRPA

RPA「ロボパットDX」は業務を知っている人が自分で作成できる
「パーソナルRPA」

RPA「ロボパットDX」 その他従来のRPA

各パソコンで利用可能

プログラミングの知識は不要

ユーザーが自分でロボットを作成できる

サーバーなど専門的なシステム環境が必要

プログラミングの知識が必要

業務を直接担当していないIT部門がロボットを作成

業務に応じて自分でロボットをカスタマイズできる 業務変更に対してタイムリーに修正ができない

非
効
率業務部門 IT部門

業務をしている人は
ロボットを作れない

技術者は業務を
知らない

【 従 来 の R P A の 課 題 】 「 I T ス キ ル の 高 い 技 術 者 が ロ ボ ッ ト を 作 る 」 が 前 提



R PA「 ロ ボ パ ッ ト D X 」 は 、 R PA 導 入 か ら ロ ボ の 作 り 方 勉 強 会 、
業 務 改 善 や 組 織 改 善 の サ ポ ー ト ま で ワ ン ス ト ッ プ で 提 供 す る サ ー ビ ス で す 。
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RPA「ロボパットDX」だけの【ワンストップ】サービス

RPA導入
ロボの作り方

勉強会
業務改善 / 組織改善

サポート
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今後のDX推進事業拡大戦略

幅 広 い 業 種 や 企 業 規 模 に 対 応 し 、 販 路 の 拡 大 が 進 ん で い ま す 。

導入社数の増加 単価の向上

RPAロボパットDX

21.4億円※2

10%

30%

3,321億

9,964億

パーソナルRPAの市場規模
RPAロボパット可能性

3兆3,216億円※3

※1:下記に記載の計算方法により当社が推計しております
※2:当社2023年9月期DX推進事業売上高
※3:従業員数300名以下国内法人企業を「パーソナルRPA市場」と定義し、

約173万社×RPAロボパットDX平均月額単価16万円×12ヶ月を乗じて算出

✓企業規模を問わず
（従業員300人以下で7割を占める）

✓業種、業界を問わず

導入企業規模別割合 RPA「ロボパットDX」 拡大の可能性※1

地方における認知拡大
販売体制の強化 / 構築

当社のアプローチ

当社

部署
B

部署
A

IT専門
部署

中小企業との実績も豊富なので現場の
部署とのやりとりもスムーズに対応可

✓販売パートナー

✓紹介パートナー
お客さま社内での横展開



提携先

紹 介 パ ー ト ナ ー 制 度 の 拡 大 や 同 業 種 で の ク ラ イ ア ン ト 紹 介 な ど 、 新 た な 事 業 拡 大 機 会 を
創 出 し ま す 。

© 2024 FCE Inc. 21

今後のDX推進事業拡大戦略の進捗

様々なルートからRPAロボパットDXの情報提供を展開中

税理士事務所
（士業）

Kintone
（情報・通信業）

あおもり創生パートナーズ
（地方銀行関連）

ヤマダデンキ
（小売業）

ウィルオブ・ワーク
（人材派遣業）

他業種共催セミナー

RPA
ロボパットDX
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教育研修事業

約350,000人、1,100校に導入
振り返り力を高め、毎日書くことでPDCAを回す力を
培うことを目的に開発したフォーサイト手帳。
紙の媒体でスタートし、2023年度は業界トップシェアを獲得。
2023年よりアプリ版をリリースし、
全国の学校に無料トライアルを実施中。

社員教育制度構築のプラットフォーム
OJTも研修もeラーニングもこの一つのシステムで実現、
専任コンサルタントが教育制度構築の支援も行う
社員教育プラットフォーム。

＜受賞歴等＞

・日本の人事部 HRアワード2018 プロフェッショナル部門 人材開発・育成部門 最優秀賞受賞

・BOXIL SaaS AWARD  eラーニング（システム）部門
Good Service2023 Winter, 2023 Autumn, 2023 Summer, 2023 Spring

・BOXIL SaaS AWARD 2022年総合ランキング 人事・給与部門 ノミネート（ベスト評価賞 6賞受賞）

「自社の社員教育をこれ一つで！」
オンライン研修も対面研修もOJTも
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Smar t  Board ing拡大戦略の進捗

O E M パ ー ト ナ ー と の 提 携 に よ り 、 導 入 企 業 数 は 順 調 に 拡 大 し て い ま す 。

H R サ ー ビ ス の カ オ ナ ビ※ 1 （ 東 証 グ ロ ー ス 4 4 3 5 ） と 連 携 を 開 始 し ま し た 。

※1：株式会社カオナビ（東京証券取引所 グロース市場上場、証券コード：4435）
タレントマネジメントシステム『カオナビ』を提供

OEMパートナーとの連携による拡大 他社HRサービスとのシステム連携

Smart Boardingのユーザー情報や受講履歴が一元管理され、
効率的で効果的な人材管理と育成が可能

OEMパートナー
企業

顧客

顧客

顧客

顧客

ノウハウ共有や技能育成を要する企業※2に
効率的・効果的なノウハウ提供が可能

※2： 例えば、チェーン展開や多店舗展開をしている企業やコーチングスクールのように人材育成、技能提供を事業
とする企業など



1 9 8 2 年｜設 立

大 阪 府 大 阪 市 淀 川 区 西 中 島｜本 社

約 2 億 円 （2023年3月期）｜年 間 売 上

2 4 名｜従 業 員 数

学 力 向 上 支 援 ソ フ ト ウ ェ ア の
企 画 /  開 発 /  販 売 事 業

｜事 業 内 容
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コスモトピア社の会社概要 2 0 2 4 年 １ 月 ４ 日 よ り 連 結 子 会 社 化

学習塾
51%公教育

30%

生涯教育
14%

その他 5%

売上高構成比(23年3月期)

導入校数（公教育・私塾）

学習塾向けが全体の
半分を占める

公教育の分野にも注力

小中学校 600校超 私塾 400校超



公 教 育 事 業 ・ 私 教 育 事 業 ・ 生 涯 学 習 事 業 の ３ つ の 事 業 を 展 開
そ れ ぞ れ の 業 界 を 取 り 巻 く 状 況 の 変 化 に 適 切 に 対 応 し 、 顧 客 の 課 題 を 自 立 学 習 で 解 決 し て い ま す 。
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コスモトピア社の商品概要

主要商品 対象 / サービス

小中学校・教育委員会
小学校・中学校向け学力向上支援教材

学習塾
小中高生向け主要教科に対応する自立学習総合支援システム

その他教室ビジネス事業者など
ICT教材を活用したシニア向け教育コンテンツ

小中学校・教育委員会
小学校・中学校向け学力向上支援教材

小中学生向けデジタル教材

シニア向け生涯学習コンテンツ



コ ス モ ト ピ ア 社 と F C E 相 互 の 商 品 を 展 開 す る こ と で 、 短 期 的 に は 販 路 が 拡 が り ま す 。
中 期 的 に は 7 つ の 習 慣 J ® や フ ォ ー サ イ ト の 活 用 に よ り 自 立 し た 状 態 の 中 で 、 み ん な の 学 習 ク ラ
ブ ・ S e l f e e に よ る 自 立 学 習 を 促 す 教 育 ・ 学 習 メ ソ ッ ド の 確 立 へ 繋 げ て い き ま す 。
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コスモトピア社とFCEのマーケットにおけるシナジー

短期シナジー

科目教育

小中学校：600校超／私塾：400校超

主体性教育

小中学校：1,000校

クロスセル

中期シナジー

主体性教育×科目教育
パッケージ化

（教育・学習メソッドの確立）
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コスモトピア社の３ヵ年事業・シナジー展開イメージ

体制構築フェーズ
・クロスセルを開始
・商品力向上に向けた投資
・間接部門や社内インフラの共通化等
による効率化を推進

2年目(2024.10～2025.9)

3年目(2025.10～2026.9)

シナジー発現フェーズ
・着実な営業先開拓や入札案件獲得に
より増収に寄与
・FCEとの連携強化
・フォーサイトアプリとコスモトピア
商品の連携（共同開発）

業績拡大フェーズ
・主体性教育×教科教育のパッケージ化
（教育・学習メソッドの確立）
・安定的な収益性構造の確立

１ 年 目 は コ ス モ ト ピ ア 社 単 体 の 体 制 構 築 や シ ナ ジ ー 創 出 の た め の 種 ま き 、 ２ 年 目 は F C E と の
連 携 に よ る シ ナ ジ ー 発 現 、 ３ 年 目 に 安 定 的 な 収 益 構 造 の 確 立 を 目 指 し ま す 。

１年目(2024.1～2024.9)
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IR  informat ion

本 説 明 資 料 や そ の 他 I R に 関 す る ご 意 見 や ご 質 問 は 、
メ ー ル ・ I R お 問 い 合 わ せ フ ォ ー ム ・ I R 公 式 Tw i t t e r よ り
お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

ir@fce-hd.co.jp

コ ー ポ レ ー ト サ イ ト で は 、 決 算 説 明 資 料 ・ Q ＆ Aの 採 録 他 、
ア ナ リ ス ト レ ポ ー ト 等 も ご 覧 い た だ け ま す 。

https://fce-hd.co.jp/ir/

公 式 の Ｘ ( 旧 Tw i t t e r ) で は 適 宜 情 報 発 信 を し て お り ま す 。

https://twitter.com/fce_ir
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本資料の取り扱いについて

本書には、当社及び当社グループに関連する見通し、将来に関する計画、経営目標などが記
載されています。
これらの将来の見通しに関する記述は、将来の事象や動向に関する現時点での仮定に基づく
ものであり、当該仮定が必ずしも正確であるという保証はありません。様々な要因により実
際の業績が本書の記載と著しく異なる可能性があります。

別段の記載がない限り、本書に記載されている財務データは日本において一般に認められて
いる会計原則に従って表示されています。

当社及び当社グループは、将来の事象などの発生にかかわらず、既に行っております今後の
見通しに関する発表等につき、開示規則により求められる場合を除き、必ずしも修正すると
は限りません。


